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2住民参加の形態

下表は、①「        」の8段階と呼ばれる表である

計画作成への住民参加がもたらす効果には下記の2つがある
④〔          ]と ⑤I二________一 一 ]

4農村の変化
以下は高度経済成長期(1950年 代後半～1970年 代前半)の農村変化のキー

ワードについて述べた文章である

口 ①L____」 :人 口が都市に集中・増加すること。産業の高度化,都

市的土地利用の拡大,都市特有の生活様式や意識の普及等の現象が

伴う

口 ②L_____]:1次産業中心の産業構造から,2次産業,特に工業の

比率が増加すること

口 ③L____J:農 村集落内において、非農家の数が増加していくこと。

集落組織の機能に大きな影響を与える

□ 兼業化 :農 家の総所得に占める非農業所得わ割合が増加すること。「非

農業所得に依存する農家」の割合が増加すること

口 ④i     l:都市への社会的な人口移動により,農村地域の人El

が産業活動や社会活動を維持できない程度にまで減少

6限界集落問題   :
口限界集落の定義:過疎化などで人口の①L__J%が65歳以上の高齢者

になり、冠婚葬祭など社会的②「｀   1の 維持が困難になつた集落
口③l     l氏が、高知大学教授時代の1991年 (平成3年 )に最初に提

唱した概念
口限界集落では、集落の自治、生活道路の管理、冠婚葬祭など、

④L___二_]と しての機能が急速に衰えてしまい、やがて消滅に向かう。
口限界集落に次ぐ状態を⑤「      1:55歳 以上の人口比率が50%を

超えている場合
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。 ⑥L____1の空洞化―社会減少から自然減少ヘ
ー「過疎Jは1966年 に経済審議会の地域部会中間報告で用いられた。

・ ⑦[    1の空洞化―農林業の荒廃
―
君お猶留讐射議署花書手

よる管理→高齢化しても機械と栽培技術がカバーしてくれ
。 ③L___Jの 空洞化―集落機能の脆弱化

― 壮年人口の割合が少ないと寄り合い回数も低下する→集落活動が停滞

・ ⑨[    1の空洞化・・・語呂合わせに無理がある
一

靭雷犠暴臭黎 lζ爵す
こ住み続ける意味や誇りを失つてしまうこと/「 fう の過疎」(高知 7

農村計画学

1地域計画の構成
地域計画は以下に示す3段階の計画から構成される
●①1      1:手段や施策を具体的に実施するために必要な事業手法や

方法に関して定めたもの
O②〔      卜地域が直面する課題を踏まえて,目 指すべき将来ビジョン、

それを実現するためのテーマや目標などを示したもの
●③[      卜必要な手段 施策を体系的に(部門毎に)明らかにしたもの

このように段階的な計画を作成する理由は?

●⑤下表の( }のうち、該当する場所に、①、②、③を正しく入れなさい

3地域計画の次元

5集落形態の4類型

本州で一番多い集落形態はどれか?A～ Dで答えなさい④I    ]

7土地利用計画の実現手段

~趙

曇景袢躊 翻ぽ論馘翻
②「        ]
―開発行為者に事前審査を義務づける。審査後に許可。
土地税制
―

異履写帯碧電楓磯九選[ξ酵き磐菅計
画税など。農地の宅地並み

―
震魁十

の優遇措戸 (例 :牛産緑地制度,相,税納税猶予制度適用

公共施設整備と③「        l
―特定の土地利用にら、さわしい環境条件を提供すること。
その他の手段
―
R_       (例

:生産緑地制度,ただし、適用事例は殆ど

―土地売買・貸借の斡旋(例 :農地の場合は農業委員会)

一⑤i        l(住 民自身が協定を結ぶことで実行を担保)

住民によるコント 住民主体の活動に行政を巻き込む

住民の力が生かされる

住民参加
委任されたパワー 住民主体の活動

②[一 住民と行政との協働、決定権の共有

印としての住民参カロ

懐 柔 行政主導で住民の意思決定のある参
加

意見聴衆 与えられた役割の内容を認識した上で
の参加

お知らせ 形式的住民参加 (限定された参加)

住民参カロとは言えない

③L_____」 お飾り住民参加〈利用された参カロ)

操 り 操り参力|〈趣旨や役割の不明確な操ら
れた参加)

参考 :シェリー アーンスタイン1969、 協働のデザイン(世古―穂2001)

計画の空間スケール

地域の単位→

計画の時間スケール

計画期間→

自治体主体(⑦ [____1)vS ③L____](行政支援)

⑨[_____」 ys.法制度に基づかない任意の計画

総合的な計画 ys 部門計画・個別事業計画


